
定
員
・
費
用　

20
人
。
無
料
。

申
込　

12
月
19
日（
月
）午
前
９
時

か
ら
電
話
で
。
先
着
順
。

申
込
先
・
詳
細

西
区
健
康
・
子
ど

も
課
子
育
て
支
援
係
℡（
641
）

2
4
0
0
内
線
484

山
の
手
図
書
館
か
ら

▽
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

。

日
時　

12
月
13
日（
火
）午
後
３
時

〜
３
時
30
分
。

▽
た
の
し
い
お
は
な
し
会

日
時
・
内
容　

12
月
17
日（
土
）午

後
２
時
〜
２
時
20
分
＝「
お
ん
ぶ

お
ば
け
」ほ　　
か

。

▽
小
学
生
の
た
め
の
お
は
な
し
会

日
時
・
内
容　

12
月
17
日（
土
）午

後
２
時
30
分
〜
３
時
＝「
ネ
コ
の

家
に
行
っ
た
女
の
子
」ほ　　
か

。

▽
子
ど
も
映
画
会

日
時
・
内
容　

12
月
22
日（
木
）午

後
３
時
30
分
〜
４
時
＝「
ワ
シ
と

キ
ツ
ネ
」、「
オ
オ
カ
ミ
と
お
ば
あ

さ
ん
」。

▽
休
館
日（
定
期
・
年
末
年
始
休
館
）

　

12
月
14
日（
水
）、12
月
28
日（
水
）

〜
１
月
３
日（
火
）。

詳
細

山
の
手
図
書
館
℡（
644
）

６
８
２
２

歳
末
消
防
特
別
警
戒

12
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

　

年
の
瀬
を
迎
え
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
火
災
の
な
い
明
る
い
新
年
を

迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
火
災
予

防
の
積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
や
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
火
の
取
り
扱
い
に

十
分
注
意
し
て
、
火
災
予
防
を
心

掛
け
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
細

西
消
防
署
警
防
課
℡（
667
）

２
１
０
０

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

モ
デ
ル
事
業
利
用
者
募
集

内
容　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
に
ボ
タ
ン
一
つ
で
つ
な
が
る
専

用
の
機
器
を
設
置
し
て
、
急
病
な

ど
の
緊
急
通
報
に
24
時
間
対
応
し

ま
す
。

対
象　

西
区
在
住
の
65
歳
以
上
で

一
人
暮
ら
し
の
方
ま
た
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、

要
支
援
認
定
を
受
け
た
方
か
慢
性

疾
患
の
た
め
日
常
生
活
に
注
意
を

要
す
る
方（
要
介
護
認
定
者
は
除

く
）。

定
員
・
費
用　

50
人
。千
円（
月
額
）。

申
込　

電
話
で
。
先
着
順
。
後
日

実
態
調
査
な
ど
を
行
い
、
利
用
可

否
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
222
）4
８
９
４

子
育
て
講
座「
楽
し
い
食
事

で
丈
夫
な
か
ら
だ
づ
く
り
」

　
日
時　

１
月
27
日（
金
）午
後
２
時

〜
３
時
30
分
。

会
場　

西
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
。

対
象　

０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど

も
を
持
つ
保
護
者
。
※
別
室
で
託

児
あ
り
。

ほ
　

か

今
月
の
環
境
標
語

「
さ
ん
か
く
や
ま
ベ
ェ
か
る
た
」
よ
り

今年もあと少しで終わ
りです。来年も、環境
に優しい生活を心掛け
ていきましょう。

エ
コ
ラ
イ
フ

　

で
き
る
こ
と
か
ら

　
　

は
じ
め
よ
う

12 月 11 日からの内容です
　 ※各施設の所在地は本誌西区版 1ページ
　　 をご覧ください。

西
区
か
ら

の

ホーマック㈱
山の手店

活動場所
山の手地区
（山の手３条７丁目
～１条７丁目の山
の手通沿いなど）

　自分たちも、地域のために何か貢献する
ことができればとの思いから、アダプト・
プログラムに参加しているというホーマッ
ク㈱山の手店の皆さん。
　活動を通して、地域の方の役に立てるこ
とや、地域の美観を守るために協力できる
ことがうれしいといいます。
　また、ごみ拾いを行う中で、自分たちも
日ごろから、環境について強く意識するよ
うになったと感じているそうです。
　これからも微力ながら、地域のために頑
張ってアダプト・プログラムの活動を続け
ていきたいということです。

イオン北海道㈱
イオン
札幌発寒店
活動場所
発寒地区
（発寒７条 12 丁目
～９条 12、13 丁
目の歩道部分）

　同店は平成18年の店舗オープン当初から、
地域貢献の一環としてアダプト・プログラ
ムに参加しています。黄緑色のベストを着
て清掃活動をする中、地域の方から声を掛
けてもらえた時はとてもうれしいそうです。
最近は春先以外はごみも少なく、地域の美
化意識の高まりを感じるといいます。
　今年は月２回の活動で、従業員の参加率
５割以上を目標としていましたが、活動当
日に３回呼び掛けたことで、７割が参加し
たそうです。今後も従業員の意識をさらに
高め、地域の美化活動を進めていくつもり
だということです。

道路や公園など一定
の公共の場所につい
て地元住民や企業が、
ボランティアとして
定期的・継続的に清
掃活動などを行う取
り組みです。

人　口   211,676 人
（ 前月比 +5）

男 98,064 人
女 113,612 人

世帯数  97,382 世帯（前月比  +63）
（平成 23 年 11 月１日現在）

※今月から国勢調査の確定値を掲載
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